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地方創生、問われる実効性 一極集中止まらず、論戦低調―参院選公
約「深掘り・日本の課題」【２５参院選】

時事通信 内政部 2025年07月12日08時12分配信

政府が地方創生の取り組みを本格化させてから１０年が経過したが、
地方の人口減少は加速し、東京一極集中に歯止めはかかっていない。
参院選で各党の論戦も深まったとは言い難く、担い手不足が深刻化す
る地方の将来にどう対応するか、施策の実効性が問われている。

https://www.jiji.com/jc/article?k=2025071100612&g=pol



関東地方

八王子市

主権者として
どんな地域に
していきたい
かの構想

地理的な見方・考え方
＋

経済の視点



VUCA時代だから、

「主権者」として課題に向き合い、持
続可能な社会を形成していくために、
課題解決に向けて行動することができ
る生徒を育てたい。



過去・現在の状況の把握
↓

「ありうる未来」の予測
↓

「ありたい未来」（デザイン思考）
山本隆太「システム思考からデザイン思考，解決志向型学習へ」（地理教育システムアプローチ研究会編著『社会問題の解決を目
指す地理教育～システム思考からさらにその先へ～』（学文社、２０２５年））を参考

そのために、地理の授業では、これらを考えさせたい。



東京一極集中による集積の利益と不利益
• 人々や企業が集積・密集することの利益が大きくなれば，人々や企
業を農村から都市へ，小都市から大都市へ移動させることになり，
その結果日本で最も高密で規模の大きな集積である東京とその周
辺に集中させ，人口も企業も疎である農村部を衰退させることにな
る。

• 一方で、地価や賃金の上昇，混雑，公害などの環境汚染の集積の
不利益が起こってくる。

水野真彦「企業はなぜ東京に集中するのか : 経済地理学の視点から」
『日本労働研究雑誌』62巻5号、2020年5月

経済的な側面から・・・



【事例】

日本の諸地域 関東地方
～人口や都市・村落を中核とした考察の仕方～

全７時間



○ 関東地方の自然環境や産業の特色を、人口の集中との関わりに着目し、様々

な資料から読み取り、まとめるとともに、人口の集中と都市圏の拡大に伴う課題

を理解する。

○ 関東地方の人口や都市・村落の成立条件を、地域の広がりや地域内の結びつ

き、人々の対応などに着目して、他の事象やそこで生じる課題と有機的に関連付

けて多面的・多角的に考察し、表現する。

○ 関東地方について、よりよい社会の実現を視野に、人口の集中の視点からみ

た人々の生活や産業などの地域的特色やそこで見られる課題について、主体的

に粘り強く追究しようとする。

単元の目標



時数 学習課題

第１時 関東地方の自然環境を知り、単元を貫く学習課題を決めよ
う。

第２時 関東地方に人口が集中してきた理由を考えよう。

第３時 人口が集中することによって、どんな問題が生じてきたのだ
ろう？

第４・５時 関東地方の産業は、人口集中とどのように関わり変化してき
たのだろう？

第６時 東京一極集中をどのように考えればよいのだろうか？

第７時 関東地方の学習を振り返り、「よりよい関東地方の姿」を考
察しよう。



１組 なぜ、関東地方は面積がせまいのに人  

  口が多く、発展したのか？

２組 なぜ、関東地方は人口が集中し、さか  

  えたのか？ 

単元を貫く学習課題



良さ 課題 どちらともいえない

・商品が多く生産でき
て人口が多いのでよく
売れる
・仕事が多くもののや
りとりが増えている
・交通網の発達で行き
来がしやすい
・働き手が増える
・多くの人材、情報が
集まる

・過密状態になり、渋
滞やゴミの問題
・政府の対応が人口増
加に追いついていない
こと
・人口の増加により住
宅不足が起きている
・仕事が増えているか
らこそいらなくなる仕
事も増えている

・交通網の発達は輸送
などには便利だが、渋
滞や人の行き来が増え
るため現状は変わらな
い

・
農
業
が
盛
ん
に
な
る

※「お金」の視点、東京に住む「誘因」（インセンティブ）の視点などを参考にしてみよう。

第６時でまとめた「東京一極集中」の良さや課題についての例



「東京一極集中」の課題を、自分たちの生活の視点から、多面
的・多角的に考え、意見を構築することができた。

自分の考え
・人口の増加が止まらなく、過
密になっているので政府は対
応の仕方を変えた方がよい
・情報や新しいものは増えてい
て良いが、それに伴い人も入っ
てくるのであまりよくないと考
える

班員の考え
・働き手が増え、商業が盛んに
なるがゴミや人口問題もあり
良くない
・人が集まりすぎると生活がし
にくくなり、良さが課題で潰れ
てしまっている。



・完全に良いとも悪いとも言えず、情報や人材が集まったり、働き
手が増え、商業、農業が盛んになることは良いことだが、それに伴
い人口の増加が止まらず、過密状態になり、渋滞、ゴミ問題、住宅
不足、通勤ラッシュなど多くの課題も見つかっている。
・市街地外からすると逆にとても良くて、作ったものを東京などの
大都市に売ることで多く売れ、利益が得られて良い。
・結局は改善しないと東京は大変なことになると思います。

経済的な視点を取り入れることで、大都市と周辺部との
空間的相互依存作用の視点を捉えることができた。

○「東京一極集中」について、最終的な自分の意見をまとめよう。



経済的な視点を提示したことで、人々の生活のメリット・デメリットの考察がしや
すくなったのではないか。「ありうる未来」（予測）、「ありたい未来」（デザイン
思考）を「よりよい関東地方」の視点から考察することができたのではないか。

このままではよくないと思います。なぜなら、まとめると人口増加にはたく
さんの問題があり対策をとってもうまくいっていないという現状があるから
です。また、人口増加と産業の発達には深い関係があり、人口増加により
消費活動が盛んになり産業が発達し、産業が発達することにより働き手、
客、情報が必要となるため人口が増加するという終わりのない問題になる
と思うからです。このままいくと、他地域が衰えるなどのデメリットが増えて
いくと思うので、空き地を住宅にする、電車に乗る時間をずらす、環境に配
慮し、買い物をする、他地域をアピールするなど様々な対策をとることで
「よりよい関東地方の姿」に近づいていくのではないかと思います。



【評価】
○知識・技能
・関東地方に人口が増加する理由について、誤りがなく記述され
ている。
○思考・判断・表現
・関東地方に人口が増加する理由を、多面的・多角的に考察し、
表現することができている。
○主体的に学習に取り組む態度
・よりよい社会の実現を視野に、学習上の課題を主体的に解決し、
「よりよい関東地方の姿」を表現することができている。



【事例】

地域の在り方

全４時間



○ 八王子市の地域の実態や課題解決のための取組を理解するとともに、地域的

な課題の解決に向けて考察、構想したことを適切に説明、議論しまとめる手法に

ついて理解することができる。

○ 八王子市の抱える課題について、地域の結び付きや地域の変容、持続可能性

などに着目し、そこで見られる地理的な課題とその解決策について多面的・多角

的に考察、構想し、表現することができる。

○ 八王子市の課題について、よりよい社会の実現を視野に主体的に解決しようと

することができる。

単元の目標



「持続可能なよりよい八王子」を作るためには？
～地域の在り方を構想しよう～

①八王子の課題を見つけ、課題の要因となるものや課
題による影響を図にまとめよう。
②課題を解決するための策を具体的に立ててみよう！

６人班で自由に課題を立てて考察して、八
王子の「地域の在り方」を考えさせる。



１～３時間目 調査
＊「ジオグラフ」（帝国書院）を活用し、八王子市 

 内の差異を見るように指導した。
＊教員で作成した枠にあてはめて、「課題とその 

  原因」、「課題による影響」、「解決策」を作成す
  るように指導した。

４時間目 発表と振り返り



八王子は人口減少と少子高齢化が進んでいて、それによって消費が減少
し、地方経済が衰退していってしまうから、解決策として、都市部から若者
が移住してきてくれるように支援制度を作る。住みやすい町にしていくこと
が大切だと思った。僕はスーパーで八王子産の野菜などを買い、地産地
消をすることで一人ひとりが地域に貢献できると思った。また、消費が増
えるとゴミも増えると思うから、環境に優しい物を使って包装したり、包装
の少ない商品を買うことが大切だと思った。

「経済的な視点」で、「地域の問題」を「自分の問題」として考
えることができるきっかけとすることができた。

学習の最後のまとめとして、八王子市の地域の在り方について、あなたの考えをまとめよう。
＊八王子市の特色や課題についてわかったことや気付いたこと
＊課題を解決し、よりよい地域のために、どのような解決策が考えられるか？
＊よりよい地域の在り方について、自分自身にできることはどんなことか？ などを書こう。



【成果と課題】
・「経済」の視点を取り入れて考えさせることで、社会問題を、
自分にも関係あることとして考えるきっかけができた。
・関東地方と八王子市のスケールの違いを授業者も生徒も
捉えることが難しかった。
・日本の諸地域のまとめとして「他地域との結び付き」から
他の地方との関連を見出す必要があった。
・オーソドックスな実践ではあったが、経済の視点を地理的
分野の学習に入れることができた。



人口集中に
ついて、多様
な視点からま
とめ、その関
連性について
考察すること
ができた。















経済を考えることを通じて、関東地方で学習した人口の
視点と産業との関連性を考えることができた。
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